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OJT型スクールリーダー育成プログラムの開発的研究
－鳴門教育大学教職大学院における現任校実習を通した実践研究―

鳴門教育大学

教職大学院

教授 久我直人

鳴門教育大学
教職大学院の位置づけ

＜平成20年度設置＞

目的；①教職実践力の高度化（現職教員）

②教職実践力の養成（学卒者）

鳴門教育大学教職大学院

現職教員３５名定員

学卒者 １５名定員

平成26年度7期生を迎える（１～5期生修了）

鳴門教育大学教職大学院
OJT型実践力育成カリキュラム

＜専門科目＞

各領域の
先端理論と実践

＜実習科目＞
OffJT

現任校アセスメント
現任校課題解決
プログラムの構築

PBL演習

＜実習科目＞
現任校実習OJT

◎スクールリーダー
学校組織改善

◎ミドルリーダー
授業，生徒指導等
の改善

◎ニューリーダー
授業力，学級経営
力等の育成

学び続け
る教師

＜共通科目＞
（実践的理論）

教育課程
教科指導

生徒指導
教育相談

特別支援教育

学級経営
学校経営

１年次 ２年次

基礎理論修得 ⇒ Ｒ・・・・Ｐ・・・・・・・・・・Ｄ・・・・・・・・・・Ｃ・・・Ａ・

鳴門教育大学教職大学院

現任校の課題解決プログラム基本モデル

全教職員による課
題の共有と組織的
省察

KJ法，WS等

目標と取組の共有 教職員との協働
的実践

総括的評価・改善

子ども等の変容確
認

Research Plan Do Check・Action

学び 生活

よ
さ

課
題

教
育
課
題
の
焦
点
化
（
価
値
目
標
）

学校改善

生徒指導
改善

授業改善

子どもの変容

モニタリング

協働的実践の
ファシリテー
ト

実
践
の
評
価

課
題
の
抽
出

次
年
度
の
教
育
課
題
の
設
定

子
ど
も
，
教
師
，
保
護
者

デ
ー
タ

学
校
ア
セ
ス
メ
ン
ト

課題解決プログラムの構築と組織への導入・展開のファシリテート

１年次後期 ２年次

◎現任校の改善を通したOJT型実習科目

①学校アセスメント

②データに基づく学校課題分析

③課題解決プログラムの構築

④課題解決プログラムの学校組織への導入

⑤現任校の改善の検証

（①，②，③＝１年次，④，⑤＝２年次）

教職実践力高度化のための
カリキュラムの特徴 Ａ高等学校

学校の教育課題解決に向けた組織的協働の展開

ー 生徒の目的意識醸成を軸に ー

・全日制普通科高校
・全校生徒１７２名（１年２クラス，２・３年３クラス＝合計８クラス）

・教員数２５名

鳴門教育大学

教職大学院

院生 有澤 拓也

指導 久我 直人
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4.0%

2.5%

私は学校生活を楽しんでいる。

私は自分のクラスが楽しい。

私は学校での友人に恵まれている。

私は将来の夢や目標を持っている。

誰かの役に立ちたいと思う。

頑張ってよかったと感じるときがよくある。

私は登校時刻を守って登校している。

私は交通ルール、マナーを守っている。

私は校則に従って、高校生らしい頭髪、服装をして…

私は毎日の掃除に取り組んでいる。

学校では、学校行事（体育祭、文化祭、ホームマッチ…

学校では、健康・安全確保に関する指導（心身の健…
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学校アセスメント（生徒データ）

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

学校満足度

自己認識

規範意識

学校の指導の適切さ

RR P D C, A
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13.6%

15.7%

7.6%

8.6%

7.6%

12.1%

8.1%

6.1%

40.9%

40.4%

38.9%

39.4%

25.8%

14.1%

19.2%

10.6%

35.9%

35.4%

40.9%

39.9%

47.0%

23.2%

38.9%

32.8%

9.6%

8.6%

12.6%

12.1%

19.7%

50.5%

33.8%

50.5%

私は勉強を頑張っている。

私は授業に対して意欲的に取り組んでいる。

私は授業がよくわかる。

私は授業に満足している。

私は計画的に学習に取り組んでいる。

私は毎日家庭学習をしている。

私は復習をして学習内容の定着につとめている。

私は予習をしている。
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学校アセスメント（生徒データ）

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

勉強頑張り
授業理解・意欲・満足

計画的学習の欠如
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RR P D C, A

42.5%

41.8%

67.2%

27.4%

29.1%

16.4%

21.9%

16.4%

13.4%

8.2%

12.7%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年

２年

３年

「私は高校卒業後の進路を決めている。」

思う やや思う あまり思わない 思わない３年生駆け込み型の
進路決定

目的意識の弱さ（＝成り行き管理の３年間）
9

RR P D C, A

34.7% 36.2% 17.9% 11.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

私は一人の大切な人間である。

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

自分の存在が
大切であると

認識できていない。

組織で取り組むべき
課題

10

RR P D C, A

自分への信頼

学習意欲理解

夢目標への
努力

夢目標の
設定

置籍校生徒モデル図（Amos分析結果）

被受容感

11

RR P D C, A

CFI＝０．９４３ RMSEA＝０．０８３

12.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

44.0%

40.0%

38.5%

32.0%

20.0%

40.0%

56.0%

61.5%

68.0%

60.0%

4.0%

4.0%

0.0%

0.0%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生徒は自分の将来や夢に結びつくような良い所や得

意な事を持っている。

生徒は授業内容を理解している。

生徒は将来の夢を持っている。

生徒は自分の夢や目標を実現するための努力をして

いる。

生徒は学習に対する意欲や自分を伸ばそうとする意

識が高い。

42
50

41
43

44

学校アセスメント（教職員データ）

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

生徒の長所認知

生徒の授業理解

生徒の夢・目標

生徒の努力

生徒の意欲
12

RR P D C, A
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13

自分への信頼の低さ

目的意識の弱さ

計画的学習の欠如

出口指導に
傾斜した指導

主体的学びに向けた
学習指導の弱さ

Cへの期待の低さ

RR P D C, A

生徒の課題 教職員の課題

アセスメントで明らかになった学校課題

学校に内在する課題を可視化し，その解決に向けた組織
的協働を展開することによって，教育改善（生徒の変容）と
教職員の組織化を同時に具現化することを本実践研究の
目的とする。

実践研究の目的

実践研究の課題

① 置籍校の教育課題の可視化
② 組織化と教育改善を実現する教育改善プログラムの構築
③ 構築したプログラムの展開による組織化と教育改善に向けた実践
④ プログラムの効果性の検証

14

RR P D C, A

自分への信頼

学習意欲理解

夢目標への
努力

夢目標の
設定

被受容感

① 生徒の目的意識醸成に向けた
教育活動

② 自分のよさを知り，互いに認め合う
学校文化の形成

RR PP DD C, AC, A

15

生徒の意識と行動の構造に適合した指導

初期指導

定期考査計画表

学びのアクションプラン

学びの
ポートフォリオ

16

RR PP DD C, AC, A

面談週間

Question Week

良情報交換システム自分のよさ確認WS ボイスシャワー

自分への信頼

学習意欲理解

夢目標への
努力

夢目標の
設定

被受容感

生徒の意識と行動の構造に適合した指導

A
(改善)

成果と
課題

来年度へ
の改善

C
(評価)

生徒
教職員
保護者

アンケート
(学習・生

活)

総括的評価

D(実践)

授業力向上週間

Question Week

自分のよさ確認
ワークショップ

学びのポートフォリオ

学びのアクションプラン

ボイスシャワー

良情報交換システム

定期考査計画表

組織的協働

組織的認知、意思形成

よさの抽出・問題への省察

目標の達
成状況

取組の適
切さ

課題の焦
点化 組織的

意志形成

改善の方
向性

改善策の
策定

P(計画)
久我先生講話

具体的な取組の計画

組織的意思決定

重点目標
の共有

具体的取
組の共有

R(リサーチ)

ＷＳ型研修

学習 生活

良さ

課題

目
標
に
向
か
い
主
体
的
に
学
び
続
け
る
生
徒
の
育
成

学校アセスメント
アンケート

組織的認知、意思形成

気づき
実態把握

分析 課題の焦
点化

初
期
指
導

全教職員による課題の
共有と組織的省察

実践研究の基本的枠組み
久我(2011)「教師の主体的統合モデル」を基に作成

個人・三者面談

②お互いのよさ，頑張りを
認め合う学校文化の形成

①生徒の目的意識醸成
に向けた教育活動

17

RR PP DD C, AC, A

これからの
高校教育のあり方

組織化による
教育改善

( H25.12.13 )

18

校内研修 久我講演
RR PP DD C, AC, A
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校内研修 WS型研修
生徒のよさと課題に基づく学校課題の焦点化

概念化シートを用いて
生徒のよさと課題を整理

( H25.12.13 )

19

RR PP DD C, AC, A

・自分自身、A高校だからと慣れていたことに気づい

た。生徒のよさを引き出せるようにがんばりたい。

・課題の焦点化はとても大切だと思う。来年に向けて

具体的な取り組みの検討が必要だと思った。

・分かりやすく、有意義な研修だった。できるだけ早く

取り組みたい。

・こういった機会に他の先生方と意見を共有できたこ

とがとてもよかった。

・教員と生徒間の信頼関係構築の重要性を改めて感

じることができました。

20

参加した教職員の感想
RR PP DD C, AC, A

課題①
自分への信頼

課題②
目的意識醸成

課題③
計画的学習

課題④
規範意識醸成

進路指導部

・自分のよさ確認WS

・学びの
ポートフォリオ

・面談，面談記録表
・インターンシップ
・大学訪問

生徒指導部
・勇気づけ，価値づけ
・ボイスシャワー
・良情報交換システム

・初期指導（ルール，
マナー）
・立哨指導

教務部 ・初期指導（学び方）
・Question Week
・授業力向上週間
・アクションプラン
・定期考査計画表

生徒会
・お互いのよさを
認め合う学校文化
づくり

・自分の特性を
生かす生徒会
行事の計画

・自学の定着に
向けた活動

・学習規律・生活
規範に関する
自治的活動

学校課題解決に向けた組織体制

21

夢目標
づくり

規範づくり

学びづくり

学校文化
づくり

RR PP DD C, AC, A

未来
プロジェクト

プロジェクトチーム編成

・取り組みの企画，運営

・各分掌の取り組みの
PDCAサイクルを点検

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１０
月

１１
月

１２
月

１
月

２
月

３
月

夢目標
づくり
（進路）

規範
づくり

（生徒指導）

学び
づくり
（教務）

学校
文化
づくり
（生徒会）

学習・生活
ルール徹底

ステージ

学び充実
ステージ①

イベント
実行

ステージ

学び充実
ステージ②

感謝，
再出発
ステージ

チャレンジ
ステージ

ボイスシャワー
良情報交換システム

学びのポートフォリオ
学びのアクションプラン

自己の成長目標と行動計画
価値付け勇気づけ

体育祭を
成功させよう

先輩への
感謝(1,2年)

マナーを
身につけよう

自学の習慣
を

身につけよう

学習規律と

生活規範の
徹底

計画的な
学び①

定期考査に
向けて

１学期
振り
返り

２学期
目標
設定

１年間の
振り返り，

目標再設定

私は一人の大切な人間（自己肯定感）
規範意識の醸成

得意・技能
を

伸ばそう計画的な
学びを進めよう

資格・検定への
準備，挑戦

計画的な学び②

資格・検定に向け
て

学校への
感謝(3年)

組織的展開のイメージ

仲間づくり

22

RR PP DD C, AC, A

初期指導
学び方

生活規範

定期考査計画表

学びのアクションプラン

学びの
ポートフォリオ

23

RR PP DD C, AC, A

面談週間

Question Week

良情報交換システム自分のよさ確認WS ボイスシャワー

自分への信頼

学習意欲理解

夢目標への
努力

夢目標の
設定

被受容感

生徒の意識と行動の構造に適合した『効果のある指導』 ( H26.4.11〜18 )

24

学び方指導

生活指導

RR PP DD C, AC, A
初期指導
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初期指導
学び方

生活規範

定期考査計画表

学びのアクションプラン

学びの
ポートフォリオ

25

RR PP DD C, AC, A

面談週間

Question Week

良情報交換システム自分のよさ確認WS ボイスシャワー

自分への信頼

学習意欲理解

夢目標への
努力

夢目標の
設定

被受容感

生徒の意識と行動の構造に適合した『効果のある指導』
目標 （短期目標） 　 （長期目標） 　

　　　３年 組　　　　　番

２年 組　　　　　番

１年 組　　　　　番

年間目標 定期考査 １中間 １期末 ２中間 ２期末 学年末 評定 １学期 ２学期 学年末 出欠状況 １期末 ２期末 学年末 目標達成に向けた努力事項

　 　 欠席 １学期

遅刻

早退

２学期

３学期

学力診断テスト 第１回

国語(GTZ) (      )

数学(GTZ) (      )

英語(GTZ) (      )

学内順位 クラス役員の活動

合計得点 ※GTZ→学習到達ゾーン(A1～D3を記入する)

平均 平均

順位 順位

　

年間目標 定期考査 １中間 １期末 ２中間 ２期末 学年末 評定 １学期 ２学期 学年末 出欠状況 １期末 ２期末 学年末 目標達成に向けた努力事項

　 　 欠席 １学期

遅刻

早退

２学期

３学期

学力診断テスト 第１回 第２回

国語(GTZ) (      ) (      )

数学(GTZ) (      ) (      )

英語(GTZ) (      ) (      )

学内順位 クラス役員の活動

合計得点 ※GTZ→学習到達ゾーン(A1～D3を記入する)

平均得点 平均

総合順位 順位

年間目標 定期考査 １中間 １期末 ２中間 ２期末 学年末 評定 １学期 ２学期 学年末 出欠状況 １期末 ２期末 学年末 目標達成に向けた努力事項

　 欠席 １学期

遅刻

早退

２学期

３学期

学力診断テスト 第１回 第２回

国語(GTZ) (      ) (      )

数学(GTZ) (      ) (      )

英語(GTZ) (      ) (      )

学内順位 クラス役員の活動

合計得点 ※GTZ→学習到達ゾーン(A1～D3を記入する)

平均得点 平均

総合順位 順位

現在の自分（よさ，長所） 第１学年 第２学年 第３学年

部活動・ボランティア・校外生活

第
１
学
年

資格取得目標・状況

部活動・ボランティア・校外生活

部活動・ボランティア・校外生活

授業や学校行事で頑張ったこと

資格取得目標・状況

学びのポートフォリオ・シート

第
３
学
年

第
２
学
年

　名前　

授業や学校行事で頑張ったこと

授業や学校行事で頑張ったこと

資格取得目標・状況

学びのポートフォリオ

26

長期目標
RR PP DD C, AC, A

①自分のよさや特性

②自分のよさを生かした目標

③目標達成のための努力
学び

生活，部活
資格取得

年 組 番　　　　名前

教科

目標
(得点)

4/10(火)
学力診断

テスト

4/16,17
宿泊研修

(1年)

5/2(金)
ホーム
マッチ

5/24(土)〜
県体

6/2～5
中間テスト

7/4～10
期末テスト

7/18
終業式

7/22〜
インターン

シップ
(2年)

チャレンジ
すること
（何を）

具体的に
（どのように）

まとめ
反省と
次への

チャレンジ

学びのアクションプラン（１学期）

学期目標

４月

分野

５月 ６月 ７月

努力したい学習内容 取得したい資格・検定

総合評価
○△×

得意

弱点

資格試験日
テスト日程

行事

教科

自己評価
○△×

活
動
内
容

学びのアクションプラン

27

中期目標

目標

計画
（何を？）

振り返り

計画
（どうする？）

RR PP DD C, AC, A

試験範囲

科目

③

試験範囲，勉強のしかた 目標

学習計画

試験日 科目 試験範囲，勉強のしかた 目標 試験日

② ⑧

① ⑦

⑨

④ ⑩

5/19
(月)

5/20
(火)

5/21
(水)

5/22
(木)

⑤ ⑪

6/4
(水)

⑥ ⑫

6/5
(木)

5/16
(金)

5/29
(木)

5/30
(金)

5/31
(土)

6/1
(日)

6/2
(月)

6/3
(火)

5/23
(金)

5/24
(土)

5/25
(日)

5/26
(月)

5/27
(火)

5/28
(水)

5/17
(土)

5/18
(日)

考査
発表

県体 県体

１学期　中間考査計画表
目標

　　　年　　　組　　氏名　

中間
２日目

中間
３日目

中間
４日目

試験
３日前

試験
１日前

何
を

科
目

ど
う
す
る

具
体
的
に

考査発表
１週間前

中間
１日目

代休 代休

振
り
返
り

で
き
た
こ
と

自
己
評
価

学
習
時
間

試験
１７日前

試験
１４日前

試験
１０日前

試験
７日前

試験
５日前

定期考査計画表

28

短期目標

目標

試験範囲
（何を？）

振り返り

計画
（どうする？）

試験開始の
２週間前に配布

RR PP DD C, AC, A

定期考査計画表
①定期試験に向けた学習計画
②自己モニタリング

29

学びのアクションプラン
①各学期の計画や目標を設定確認
②タイムマネジメント能力育成

学びのポートフォリオ
①自己との対話 →自己認識、目的意識醸成
②学びのプロセスの可視化
③教師と生徒の対話を促す媒介ツール

現在の自分

長期目標

中期目標

短期目標

３つの目的意識醸成ツールの機能
RR PP DD C, AC, A

( H26.5.23〜30 )

30

放課後の個別学習指導を
試験発表期間中に実施

RR PP DD C, AC, A

Question Week
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定期考査計画表

学びのアクションプラン

学びの
ポートフォリオ

31

面談週間良情報交換システム自分のよさ確認
WS

ボイス
シャワー

自分への信頼

学習意欲理解

夢目標への
努力

夢目標の
設定

被受容感

実践期の取り組み

RR PP DD C, AC, A

初期指導

Question Week

32

参加生徒全員で
３５人の

よいところ探し

RR PP DD C, AC, A
自分のよさ確認
ワークショップ ( H26.4.16 )

自分のよさ確認
ワークショップ

・皆、自分のいいところを見ててくれて嬉しいなと思いました。
私もこれから今日書かなかった人たちのいいところを見て
いきたいです。

・自分のためになった！「自分」っていうのが再確認できた。
またこんな授業をしたい。

・とてもよい時間になったと思います。いろんな人の意見が聞
けてとても有意義なワークショップになったと思う。

・自分のいいところを他の人の目線から知ることができて
自分では気づかなかったいいところに気づけた。

・自分の長所をみんなが書いてくれて嬉しかったです。いい
授業でした。

生徒の感想
( H26.4.16 )

33

RR PP DD C, AC, A

( H26.5.8〜 )

34

掲示板の前で
足を止めて

確認する生徒たち

RR PP DD C, AC, A

良情報交換システム

( H26.6.18〜24 )

35

よさの自覚化と
目標に向けた

具体的努力を促す
面談週間を設定

RR PP DD C, AC, A
面談週間

34.7%

33.7%

36.2%

44.4%

17.9%

16.0%

11.2%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

53  私は一人の大切な人間である。

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

33.2%

30.2%

35.7%

47.3%

23.5%

17.8%

7.7%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

48  私は自分の夢や目標に結びつくような良い所や得意なことを持っている。

RR PP DD C, AC, A
自分への信頼

36

生徒
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50.5%

53.8%

29.6%

31.4%

14.3%

8.3%

5.6%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

47  私は将来の夢や目標を持っている。

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

29.1%
29.6%

33.2%
49.1%

28.6%
16.0%

9.2%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

49  私は自分の夢や目標を実現するための努力をしてい

る。

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

50.8%

48.5%

24.1%

31.4%

17.4%

13.0%

7.7%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

50  私は高校卒業後の進路を決めている。

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

目的意識

37

生徒
RR PP DD C, AC, A

7.6%

14.2%

25.8%

32.0%

47.0%

40.2%

19.7%

13.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

27  私は計画的に学習に取り組んでいる。

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

30.6%

33.7%

34.2%

45.6%

26.5%

14.2%

8.7%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

42  私は勉強して定期考査に臨んでいる。

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

13.6%

18.3%

40.9%

40.8%

35.9%

31.4%

9.6%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

2  私は勉強を頑張っている。

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

計画的学習

38

生徒
RR PP DD C, AC, A

8.6%

13.0%

39.4%

49.1%

39.9%

28.4%

12.1%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

36  私は授業に満足している。

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

7.6%

12.4%

38.9%

50.3%

40.9%

27.8%

12.6%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

35  私は授業がよくわかる。

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

15.7%

18.3%

40.4%

47.3%

35.4%

26.6%

8.6%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

34  私は授業に対して意欲的に取り組んでいる。

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

授業への取り組み

39

生徒
RR PP DD C, AC, A

40

32.0%

47.8%

60.0%

52.2%

8.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

12.5%

21.7%

54.2%

52.2%

29.2%

21.7%

4.2%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

4.0%

26.1%

56.0%

52.2%

36.0%

21.7%

4.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6
そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

3  授業の構想（本時の目標や内容、展開の案）をしっかり立ててから授業に臨んでい
る。

6  グループ学習等を利用して生徒同士の意見交換をさせている。

10  学習の遅れがちな生徒に対して、個別指導等の特別な指導を行ってい
る。

学習指導
教職
員

RR PP DD C, AC, A

15.2%

19.5%

52.5%

56.8%

24.2%

16.0%

8.1%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

19.2%

27.2%

38.9%

36.1%

28.8%

29.6%

13.1%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

25  学校には、信頼できる先生がいる。

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

18.7%

25.4%

33.8%

36.1%

28.3%

27.8%

19.2%

10.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

26  学校には、安心して話したり相談したりできる先生がいる。

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

41

23  先生は、教育活動に熱心に取り組み、生徒に対して適切な指導を行っている。

C → T 信頼 生徒
RR PP DD C, AC, A

42

0.0%

12.5%

61.5%

66.7%

34.6%

16.7%

3.8%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

18 学校の重点目標や課題の作成過程に、ほとんどの教員が関わっている。

15.4%

25.0%

57.7%

58.3%

26.9%

16.7%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25.11

H26.6

30  学校重点目標達成のために日頃から教育活動を実施している。

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない

恊働性
教職
員

RR PP DD C, AC, A
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生徒の変容と教職員・組織の変容

生徒の変容

Ex)学力向上

教職員一人ひとりの意識と行動の変化

教職員の組織化の促進

①現任校のアセスメントを通して，学校の課題
を鳥瞰的にとらえる視点と方法の修得

②現任校の課題に適合した改善プログラムの
構築方法の修得

③教職員の教育意思を「組織化」することに
よって，効果的に「教育改善」を生み出す組織
マネジメントの手順の修得

④組織や子どもの変容を評価，検証する方法
等の修得

本学教職大学院院生の学び

現任校校長・教委担当者のコメント
鳴教大教職大学院の優れている点と課題

◎現場の学校課題を改善する取り組み。

◎教員の視野が広がる。マネジメント能力が身に
付く。

◎現場の感覚を大事にしている実習内容である。

◎院生の研究実践が，現場の学校経営や運営に
大いに役立っている面が認められる。

◎スタッフが充実しているので，指導等がしっかり
と行われている。

△指導教員による指導の差違⇒チーム指導体制


